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３月修了者）386 名の内，連絡先が不明の 41 名を
除く 345 名を対象とした．
⑶　調査期間





























女性 54 名（98.2％）である．本学は，平成 13 年度
から男女共学となったため，専攻科福祉専攻の修了
者は平成 15 年３月までは女性のみで，平成 16 年３
月修了者から男性修了者が含まれている．
　年齢は，介護職は 22 歳～43 歳（平均 31.8 歳），









人数 ％ 人数 ％
介護職（高齢者施設） 51  71.8 30  54.5 
介護職（障害者施設）  9  12.7  5   9.1 
保育士・幼稚園教諭  7   9.9 16  29.1 
一般職  0   0.0  0   0.0 
進学  0   0.0  1   1.8 
就労しなかった  0   0.0  1   1.8 
その他  3   4.2  2   3.6 
無回答（無効）  1   1.4  0   0.0 
















































人数 ％ 人数 ％
介護支援専門員 21 29.6  5  9.1 
社会福祉士  2  2.8  1  1.8 
精神保健福祉士  0  0.0  0  0.0 
社会福祉主事  3  4.2  0  0.0 
福祉住環境コーディネーター  3  4.2  1  1.8 
大学進学  0  0.0  1  1.8 
大学院進学  0  0.0  0  0.0 








人数 ％ 人数 ％
介護職（高齢者施設） 53  74.6  0   0.0
介護職（障害者施設） 10  14.1  0   0.0
保育士・幼稚園教諭  0   0.0 20  36.4 
一般職  0   0.0  5   9.1
進学  0   0.0  0   0.0
就労していない  0   0.0 17  30.9 
その他  6   8.5 13  23.6 
無回答  2   2.8  0   0.0









人数 ％ 人数 ％
あ る 47  66.2 28  50.9
な い 20  28.2 24  43.6
無 回 答  5   5.6  3   5.5
































基本的介護技術 1  5.0
リスクマネジメント 2 10.0
職場管理 0  0.0
ストレスマネジメント 3 15.0
スーパーバイズ 0  0.0
保育に関すること 8 40.0
その他 0  0.0
無回答（無効） 0  0.0
〈一般職〉 （３つまで選択）
人数 ％
医学知識 0  0.0
認知症高齢者への介護知識・技術 1 20.0
ターミナルケア 0  0.0
介護保険制度に関する知識 1 20.0
福祉に関する制度・法律の知識 1 20.0
介護過程 0  0.0
ケアマネジメントに関すること 1 20.0
コミュニケーション技法 0  0.0
利用者の家族対応 0  0.0
相談援助技術 0  0.0
基本的介護技術 1 20.0
リスクマネジメント 0  0.0
職場管理 0  0.0
ストレスマネジメント 0  0.0
スーパーバイズ 1 20.0
保育に関すること 0  0.0
その他 0  0.0
無回答（無効） 0  0.0
〈就労していない〉 （３つまで選択）
人数 ％





介護過程 0  0.0
ケアマネジメントに関すること 1  5.9
コミュニケーション技法 1  5.9
利用者の家族対応 3 17.6
相談援助技術 1  5.9
基本的介護技術 0  0.0
リスクマネジメント 0  0.0
職場管理 0  0.0
ストレスマネジメント 2 11.8
スーパーバイズ 0  0.0
保育に関すること 0  0.0
その他 0  0.0





人数 ％ 人数 ％
医学知識 20 28.2 10 18.2 
認知症高齢者への介
護知識・技術
13 18.3  8 14.5 
ターミナルケア  9 12.7  8 14.5 
介護保険制度に関する知識 15 21.1 10 18.2 
福祉に関する制度・法律の知識 14 19.7  5  9.1 
介護過程  1  1.4  0  0.0 
ケアマネジメントに関すること  6  8.5  8 14.5 
コミュニケーション技法  6  8.5  5  9.1 
利用者の家族対応  5  7.0  7 12.7 
相談援助技術  5  7.0  7 12.7 
基本的介護技術  4  5.6  2  3.6 
リスクマネジメント  4  5.6  2  3.6 
職場管理  8 11.3  0  0.0 
ストレスマネジメント 12 16.9  5  9.1 
スーパーバイズ  7  9.9  1 1.8 
保育に関すること  0  0.0  9 16.4 
その他  0  0.0  1  1.8 







校が最も多く平成 23 年４月１日現在では，269 校
281 学科が存在する．修業年数１年の養成校は，平

































































































































名の内７名は，介護職 11 年～17 年の経験年数の人
であった．このような人は職場で「主任」「副主任」
などリーダーとして責任のある立場を担う場合が多
い．こうした立場になると介護業務とスタッフの指
導や部下のマネジメント業務など中間管理的な役割
を担うことになり，ストレスを感じる場面も多くな
ると考えられる．
　平成 20 年３月に実施されたストレスマネジメン
トの研究5）の調査結果でも，スタッフに比較しリー
ダーのストレス度は高く，施設の規模が大きくなる
ほどそのストレス度は高くなると報告されている．
　先行研究6）では，スタッフのストレス軽減はリー
ダーの能力によって左右されるとあり，リーダー自
身にも「ストレスマネジメント力」が要求されてい
る．「ストレスマネジメント」研修の希望には自ら
の「ストレス」を「マネジメント」するだけでなく，
介護福祉士養成校修了生の研修ニーズ
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「ストレスマネージャー」としての力量を身につけ
たいという意図もあるのではないかと考える．
　過大なストレスはバーンアウトに繋がり離職に繋
がるとの報告もされている．仕事の継続，さらには
利用者への適切なケアを行う上で「ストレスマネジ
メント」は必要となってくると思われる．
②利用者の家族対応・相談援助技術　
　介護職以外の中の保育士・幼稚園教諭の人の希望
内容の中で「保育に関すること」に次いで「相談援
助技術」の希望が多かった．2010 年に保育士養成
課程等の改正が行われ，2011 年度入学生からの適
応となったが，その改正で新設された教科目の一つ
に「保育相談支援」がある．これは保育士が「保護
者に対する保育に関する指導」（児童福祉法第 18 条
の４）について具体的に学ぶことの重要性から新設
され，これまでの保育士養成課程の「家族支援論」
（旧家族援助論，）「相談援助」（旧，社会福祉援助
技術）等と関連させて学ぶようになった．こうした
養成科目改正の背景と修了生の研修ニーズとは関連
していると考えられる．
　「保護者に対する保育に関する指導」は，家族規
模の縮小等による家庭機能の低下・子育て家庭の孤
立化等，子育てをめぐる問題が高まる状況で保育士・
保育所に求められる役割として重要なものとなって
きている．こうした求められる役割を果たしていく
ために保育の職場における利用者の家族（保護者）
とのかかわり方や相談支援の技術が必要となってき
ており，これが研修ニーズとなっていると考えられ
る．
　介護職も「（前文省略）…並びにその者及びその
介護者に対して介護に関する指導を行うこと…
（略）」（社会福祉士及び介護福祉士法第２条） と介
護福祉士の定義に示されているように，家族介護者
に対する指導は業務ではあるが，必要性の感じ方に
相違が見られている．
まとめ
　介護福祉士・保育士の資格は，養成校で必要な単
位を修得することで取得できるが，資格取得がゴー
ルではなく，その後の研鑽が求められる．介護福祉
士においては 2006 年１月に厚生労働省社会・援護
局の私的懇談会として設置された「介護福祉士のあ
り方及びその養成プロセスの見直し等に関する検討
会」の報告書で養成の目標が示された．その報告書
では「資格取得時の到達目標」が示され，資格取得
時の介護福祉士と「求められる介護福祉士像」につ
いて提言された．この「求められる介護福祉士像」
を目指して介護の専門職として研鑽しなければなら
ない．
　研鑽には介護現場で行われる職場内外の研修等の
みならず職能団体としての介護福祉士会の取り組み
が必要となってくる．一方，養成校として担う役割
もあると考えられる．今回は研修に関する希望を調
査したが，尾崎・馬込の卒業生アンケートをもとに
行われた研究7）で述べているように精神的サポート
等，研修以外でも養成校に期待していることがある．
本学の学生は，養成校の所在地である鳥取県と隣県
の島根県の出身が大半であり，修了後，地元で就職
している．この養成校に近い地域に修了生がいるこ
とを踏まえた卒後支援のあり方を検討していくこと
が地域に貢献する意味においても求められると考え
る．
　また，今回の調査で明らかになった研修ニーズを
保育士資格取得で学んでいることを前提とした１年
課程の介護福祉士養成教育に反映することを検討す
る必要があると考える．
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